


この本を読んで、
初めて知ったことは？

環境を守るために、
自分でできることは？お家の人と話し合ったことは？

岐阜県の環境と取組について、資料編で紹介します。

身近にある環境問題って何？
かん きょう

森林
岐阜県には森林が
どのくらい
あるのかな。

食品ロス
岐阜県と全国の食品
ロ ス を 比 べ て み よ
う。

海洋ごみ
漂着ごみには、どん
な種類のごみがある
のかな。

希少野生生物
岐阜県の希少野
生生物を知って
いるかな。

き   しょう   や     せい   せい   ぶつ

特定外来生物
岐阜県の特定外
来生物を知って
いるかな。

とく   てい   がい   らい   せい　ぶつ

ひょうちゃく

　最近多くの人々が胸元にまあるい１７色のレインボーカラーのバッジをつけ

ているのを見かけませんか。それがＳＤＧｓ。簡単に言うと２０３０年を目標

に１７の分野に於いて地球市民全てが具体的な行動をとり、迫りくる地球の限

界を少しでも遠ざけようとする運動に参加していますよという証です。まあ

もっと簡単に言えば地球の恩恵により日々を過ごすことが出来る我々が、未来

のためにみんなと一緒に自覚し、行動しなければならない最低限のマナー或いはルールブックのようなものそれがＳＤＧｓです。

　ところでそうした日常の行動と共に重要なことは、３０年ほど前、世界の国々が合意した二つの条約。つまり気候変動をこれ以上

進めないために脱炭素社会を実現する条約と、我々の日常を、呼吸や食など多面的に支えてくれる多様な生き物を守るための条約を

理解し、地域の自然の特性により、ＳＤＧｓを中身の詰まった姿で実現する努力です。

　岐阜県は県土の８１％を森林が覆っています。これは大いに役立ちます。つまり炭酸同化作用の働きにより二酸化炭素ＣＯ２を吸

収する能力がほかの地域より高いという事です。そこで岐阜県では２０５０年を目標に「脱炭素社会ぎふ」を目指すことにしていま

す。そのためにも皆さんは森林を大切に考え、そこに生きる多様な生物と共に吸収源としての森林を守り育て、併せて日常の暮らし

の中でＣＯ２の排出の抑制を心掛けなければなりません。

　皆さん。これまで我々はつい自然は資源と考えがちでした。その恵みを如何に人々の暮らしや経済に役立てるのかというように自

然の頂点に人間を置き自然を支配するかのような思い違いをしてきました。いわば人間中心のエゴイズム、造語ですがエゴロジーと

でも表現できる姿勢で自然に対してきました。しかし地球の限界（プラネタリー・バウンダリー）を少しでも遠くに追いやるために

は、改めて我々は自然の恵みのお陰で暮らすことが出来（生態系サービス）、未来の子どもたちのためには自然に感謝し併せてその

サービスの持続性を高めねばならないと考える必要があります。つまりエゴから濁点を取りエコ、そうエコロジーな社会を創り上げ

ねばならないのです。

　皆さん未来の子どもたちが我々と同様、穏やかで変化を楽しむことが出来る気候条件と、それであるがゆえに身近に豊かな自然が

あり続けられるよう、考え行動をしましょう。そのためにはこの副読本を活用し、マナーそしてルールが書かれたＳＤＧｓを理解

し、岐阜県ならではの未来の地球への貢献をどのようにすべきかのヒントを探しましょう。

　今や世界はワン・アースそしてワン・ヘルスの考え方で、皆さん自身が、例え小さな明かりであってもまず行動という灯火を点す

ことが重要です。それがやがて県民２００万近い灯火となれば、世界を明るく照らし出すことが出来るのです。

岐阜県立森林文化アカデミーとは、森林の木を育てて切ったり、木を使って家具や家を作るなど、いろいろな場所で働く人を育てる学校です。

はじめに
その５この本を学ぶ

　　　 みなさんへ ふり返りのページ
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